
が
連
携
し
た
お
得
な
プ
ラ
ン
の
作

成
」な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

官
民
協
同
で
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化

今
後
、
市
で
は
、
事
業
者
を
対
象

に
入
港
す
る
船
の
客
数
や
乗
客
の

国
籍
、行
き
先
別
ツ
ア
ー
の
参
加
率

な
ど
の
情
報
を
メ
ー
ル
な
ど
で
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
間

の
継
続
的
な
情
報
共
有
や
連
携
、
個

別
課
題
に
対
す
る
勉
強
会
の
開
催
な

ど
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
入
港
を
好
機

と
し
た
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性
化
に

地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

《
み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
、観
光

商
業
課
》

市
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
役
割
を
持
っ
て
生
き
い
き
と

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
て
「
舞
鶴
市
第
４
期
地
域
福
祉
計

画
」（
平
成
31
～
34
年
度
）の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
計
画（
素
案
）が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
（
市
民
意

見
提
出
制
度
）
に
基
づ
き
意
見
を
募

集
し
ま
す
。計
画（
素
案
）の
概
要
は

左
表
の
と
お
り
。

地
域
福
祉
計
画（
素
案
）に
ご
意
見
を

医
療
現
場
体
験
イ
ベ
ン
ト 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
２

誰
も
が
役
割
を
持
ち
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

官
民
一
体
で
ク
ル
ー
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
に
全
力

医
療
現
場
体
験
イ
ベ
ン
ト 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
２

地
域
消
費
の
拡
大
へ

ビ
ル
が
そ
び
え
立
っ
た
か
の
よ

う
に
、京
都
舞
鶴
港
に
停
泊
す
る
ク

ル
ー
ズ
客
船
の
姿
も
、今
で
は
珍
し

い
光
景
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
５
～
２
０
１
５
年
の
10

年
間
で
、世
界
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
は

約
２
倍
、特
に
ア
ジ
ア
圏
で
は
３
倍

近
く
増
加
し
て
お
り
、
京
都
舞
鶴

港
に
も
今
年
は
、
30
回
の
ク
ル
ー

ズ
客
船
の
入
港
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、
中
国
人
を
中
心
に

４
，０
０
０
人
を
超
え
る
観
光
客
を

乗
せ
た
大
型
船
が
計
５
回
入
港
す

る
こ
と
も
あ
り
、舞
鶴
へ
の
ク
ル
ー

ズ
客
船
に
よ
る
来
訪
者
数
は
過
去

最
多
の
７
万
５
，０
０
０
人
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、官
民
が
ク
ル
ー
ズ
客
船

の
特
徴
や
特
性
を
共
有
し
、地
域
消

費
の
拡
大
に
結
び
つ
け
る
た
め
、

【
提
出
方
法
】

様
式
は
自
由
。住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
記
入
し
「
舞
鶴
市
第
４
期

地
域
福
祉
計
画
（
素
案
）
に
対
す
る

意
見
」と
明
記
し
て
、
郵
送
か
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

福
祉
企
画
課
へ
。匿
名
、電
話
、口
頭

で
の
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。左

の
コ
ー
ド
か
ら
も

提
出
可
。

１
月
26
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
に

合
わ
せ
、１
月
20
日
に
金
剛
院（
鹿
原
）

で
、26
日
に
円
隆
寺（
引
土
）で
消
火
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。消
防
職
員
と
地

域
の
消
防
団
、
消
防
車
両
が
出
動
し
、

火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、地
域

住
民
の
１
１
９
番
通
報

を
受
け
消
防
隊
と
消
防

団
員
が
そ
れ
ぞ
れ
出
動

か
ら
取
水
・
放
水
ま
で

の
消
火
活
動
手
順
な
ど

を
確
認
。実
際
の
火
災

時
と
同
様
の
流
れ
で
訓

練
し
ま
し
た
。

　

 《
消
防
本
部
》

金
剛
院
・
円
隆
寺
で
消
火
訓
練

医
療
現
場
体
験
イ
ベ
ン
ト 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
２

文
化
財
を
火
の
手
か
ら
守
ろ
う

▲三重塔に向かって放水する消防職員
（鹿原・金剛院）

【
募
集
期
間
】

３
月
２
日
㈯
ま
で

【
計
画（
素
案
）の
公
表
場
所
】

福
祉
企
画
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、
中
央
・

東
・
西
・
南
公
民
館
、大
浦
・
城
南
会

館
、東
・
西
図
書
館
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
】

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
踏
ま
え

て
最
終
案
を
作
成
。ま
た
、意
見
の
概

要
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な

ど
を
整
理
、公
表
し
ま
す（
氏
名
な
ど

は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、
福
祉
企
画
課（
☎
66
・

１
０
１
１
、ＦＡＸ
62・７
９
５
７
）へ
。

舞鶴市第 4 期地域福祉計画（素案）の概要

基本理念
誰もが住み慣れた地域で役割を
持って生きいきと暮らし続けら
れるまちを目指して　
～ひとりぼっちをつくらない、
ともに支えあうまちづくり～

地域住民を地域福祉推進の主体と位置
付け、関係機関との円滑な相互協力に
よって、地域課題の解決に向けた取り
組みが包括的に提供される体制整備を
図ります。

施策の展開

①  各分野の新たな連携
地域の状況に応じて、より効果的で効
率的な事業が展開できるよう関係する
各分野の連携を推進します。

②  福祉サービスが利用しやすい
　   しくみづくり

地域福祉に携わる人々の連携による、
相談窓口の充実など、誰もが安心して
相談しやすいしくみづくりに取り組み
ます。

③  地域の福祉環境の基盤づくり
地域福祉活動を推進するためのネット
ワークづくりやサービスの充実など、
地域における福祉環境の基盤づくりに
取り組みます。

④  市民参加の促進
市民の地域福祉への関心を高める啓発
を行うとともに、地域福祉を推進する
各種団体の活動を支援します。

⑤  包括的な支援体制の整備 身近な地域で地域の課題を包括的に受
け止める事ができる体制を整備します。 ▲コード

道
路
寸
断
時
も
丹
鉄
線
路
で
孤
立
を
防
ぐ

医
療
現
場
体
験
イ
ベ
ン
ト 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
２

緊
急
時
　
線
路
が
つ
な
ぐ
地
域
の
安
全

市
は
、京
都
丹
後
鉄
道
を
運
行
す
る

W
I
L
L
E
R 

T
R
A
I
N
S
㈱

（
寒
竹
聖
一
社
長
）、線
路
な
ど
の
施
設

を
保
有
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー・北
近
畿

タ
ン
ゴ
鉄
道
㈱（
池
田
静
雄
社
長
）と

「
緊
急
時
に
お
け
る
施
設
利
用
等
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
。１
月
15
日
に
市

役
所
で
締
結
式
を
実
施
し
ま
し
た
。災

害
時
に
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
な

ど
、市
の
救
助
、救
援
活
動
な
ど
に
対

し
て
線
路
の
通
行
を
認
め
る
ほ
か
、人

員
や
物
資
の
輸
送
に
同
社
所
有
の
鉄

道
用
資
機
材
を
使
用
で
き
る
よ
う
定

め
ま
し
た
。

同
協
定
は
、平
成
29
年
10
月
の
台
風

21
号
で
由
良
川
沿
い
の
府
道
が
冠
水

し
た
際
、急
病
人
の
搬
送
の
た
め
に
救

急
隊
員
と
消
防
団
員
が
丹
鉄
宮
舞
線

の
線
路
上
を
通
行
で
き
る
よ
う
認
め
、

救
助
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
協
議
を
進
め
て
い
た
も
の
。

協
定
で
、道
路
の
通
行
が
で
き
な
く

な
っ
た
際
、両
社
に
よ
っ
て
線
路
内
の

安
全
確
保
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
条
件
に
救
急
隊
員
な
ど
が
線

路
上
を
通
行
で
き
、道
路
、線
路
と
も

に
通
行
で
き
る
高
所
作
業
用
ト
ラ
ッ

ク（
軌
陸
車
）や
自
走
式
の
保
線
用
自

転
車
、け
ん
引
台
車
な
ど
も
活
用
で
き

ま
す
。

今
後
、災
害
時
に
丹
鉄
を
活
用
し
た

災
害
対
応・救
急
救
助
体
制
を
整
え
る

こ
と
で
、官
民
が
連
携
し
地
域
の
安
全

安
心
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

《
企
画
政
策
課
、危
機
管
理・防
災
課
》

▲左から寒竹社長、多々見市長、池田社長

「
舞
鶴
ク
ル
ー
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化

会
議
」
を
１
月
10
日
に
西
駅
交
流
セ

ン
タ
ー
で
初
め
て
開
催
。商
店
街
関

係
者
や
金
融
、交
通
、飲
食
、小
売
、観

光
団
体
、
行
政
関
係
者
な
ど
約
80
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

客
層
や
需
要
を
知
っ
て
対
策
を

会
議
前
半
に
は
、
ク
ル
ー
ズ
客
は

船
に
よ
っ
て
国
籍
や
客
層
、
行
動
パ

タ
ー
ン
が
異
な
る
た
め
、
船
ご
と
の

戦
略
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。コ
ス

タ
ク
ル
ー
ズ
社
の
日
本
海
周
遊
ク

ル
ー
ズ
で
は
、
乗
客
の
ほ
と
ん
ど
が

日
本
人
で
、
そ
の
多
く
が
京
都
方
面

へ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
せ
ず
、
自
由
に

舞
鶴
市
内
や
府
北
部
を
観
光
す
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
。ま
た
、
乗
客
だ

け
で
な
く
乗
組
員
も
下
船
す
る
た

め
、
一
般
的
な
お
土
産
な
ど
に
限
ら

ず
衣
類
や
日
用
品
な
ど
の
需
要
も

あ
り
、
地
域
消
費
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。

業
種
ご
と
に
見
え
る
現
状
と
課
題

会
議
後
半
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の
参
加
者
が
「
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

寄
港
時
に
は
観
光
施
設
や
飲
食
店

の
営
業
時
間
を
早
め
る
・
遅
め
る

な
ど
対
応
す
る
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
」

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
必
要
性
」

「
ま
ち
全
体
で
の
お
も
て
な
し
事
業

の
展
開
」「
交
通
事
業
者
と
小
売
店

▲約 80 人の参加者に舞鶴港におけるクルーズ客船の動向を説明

▲定員 4,000 人以上の大型船クァンタム・オブ・ザ・シーズ

▲国際ふ頭では物販や飲食ブースを設置（昨年の様子）

今年は過去最多の7 万 5,000 人が
舞鶴を来訪する見込み。

2015 2016 2017 2018 2019

75,000

57,000

63,000

33,000

13,000

８
17

39

23

30

入港回数
（回）

来訪者数
（人）

クルーズ客船の入港・来訪者の推移
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（年）
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